
U.D.C.d2l.39d.8;

150MC-FM侍播試験に ついて

長 浜 艮
ー･一骨

PropagationTestson150MC-FM RadioWave

By Ry6z6Nagabama

Totsuka Works,Hitacbi,L仁d,

Abstra(:t

150MCfrequency bandis considered mo3tadapted forthemobile communication

purposesdependingonVHFband.Ineffect,thisfrequencybandisbeingmostin

use forpolice,fire･･brigade,preSS,radioand other similar activities to proveits一

furtheradaptabilityforthebusinesscommunicationserviceinindustrieswidelyincl-

udingelectricpowerplants,railways,harb〇rlabっrs,fishery,and governmentaland

business o魚ces.In servicesin complicated geographicalconditions,Characteristicof

citycenterormountainareas,theequipmentforthe150MCbandcommunicationis

cnpableofshowingarelativelygoDdpropagationeffect,eVenwithasmall･Simpli丘edl

typeofantenna.Adecidedadvantageofthisfrequency bandbecomesmoreobvious′

whenthe equipmentisusedonthefrequencymodulationsystem･Inthis
manner,

evenanequipmentofsmallsizecanbealmostentirelyfree from theinfluenceof

space noise orfieldintensity variation,the fact which promisesawiderfieldof

application of this frequencyl･band.

Inthelightoftheabove,Hitachi,Ltd.hasbeenengagingsince1950inthe pro-

duction of150MC-FM equipments for uses specified ab〇Ve.

Recently,the writer has conducted a

the characteristics of the150MC-FM

approvedits many excellent features.

[:Ⅰ]縮 言field

test over severaldjstricts to determine

equipment,and the results obtained have

現在我国で所謂VHF帯(30～300MC)の範囲で移

動通信用として使用できる最も有望な周汲数滞ほ岡沢数

150MC前後の超短茨帯であることは周知の通りである

が､この周政教帯ほ警察､消防､通信の他､既にかなり

以前より新聞通信用として実用に供せられており､

カ､鉄道､港湾､漁業のみならず一般官庁､会社等の通

連絡用として実用されつつある｡

150MC帯の通信装置は極く簡単な小型空中線を使用

しても､都市内､山間等のような複雑な地形での

播が比較的良好であって､然も見放数変調(FM)方式を

採用することにより外 雑音や

罵

日立製作所戸塚工場

界強度の変動の影響も

極めて少く､比較的小型の通信装置による広範囲の実層

通信が可能である等､多くの卓越した長所を持っている

ので今後益々広い分野にこの周汲数帯が使用されようと

している｡

日立製作所戸塚工場では上

の150MC-FM無韻

の各瞳用途に使用する為

諸装置を一昨年来 作している

が､昨年8月以降木年4月迄､先(1)に木誌上に発表した

PM-111型､PF-111型150MC-FM 無線装置とほぼ

置により､横浜市及び其の近郊､名古屋¶妓早

間､名古屋市及びその近郊､福島県の山岳地静､大阪市

及びその近郊､大阪一昔山附近等の各地域に於て野外試一

鹸を行い､各種状況下の試験結果を得たので以下これら

の試験結果のうち

を紹介して大方

改伝播の結果を主体としてその概要

賢の参考に資することiこする｡
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川]試験に使用した無線装置

試験に使用した無線装置ほその整備状況や試験実施の

場所､器材輸送の都合等でその都度若干の変更はあった

が､送･受信機及び空中線の概要は次の通りである｡箇

ここに記されていない送･受信機の磯風特性の詳細や

制御装置､電瀕装置等の附属器材の概要は先(1)の発表を

参照されたい｡

(り 迷 信

(a)通話方式:

(b)送信周次数

(c)周波数偏差

差0.005%

機

ブレスト←ク方式電話

:148～154MC中の一班(水晶制御)

:周囲温度-200C-50〇C に於て偏

以内

(d)周政教遁倍数:24倍

(e)搬送投出力･:50Ⅵr(固定用)25W(移動用)い

ずれも調整用スイッチにより3-4Wに電力債滅

可能

(f)整合空中線インピーダンス:75n同軸ケーブル

を介して定在汲比2以下の負荷に整合

(g)変調方式=多段位相

過変調防止回路付

による周琵教委調で瞬時

(b)変調周汲数:0.3-3KC

(王)最大周汲数偏移:±15KC(

下は±15ラヂアン)

蛮 周汲数1KC以

(j)変調周波数特性‥変調周汲数1KCを基準にし

て0･3KCで偏差…-10±3db,3KCで ±3db

以内

(k)振幅変調含有率=1%以下

(1)変調歪率‥80%変調に対して5%以下

(皿)S/N比=100%変調に対して47db以上

(n)不正幅射強度:送信故に対して偏差60db以上

(0)回路構成=水晶発振6SD7GTxl,変調6SD

7GTx2,変調制限増幅6SL7GTxl,6H6GT

Xl,第一2遮倍6SJ7GTxl,第二2遁倍6V

6GTxl,第三2逓倍逓UY807×1,3逓倍2B

29×1,電力増幅2B29×1

(2)受 信 機

(a)受信方式:水晶制御二重スーパーヘテロダイン方

式電話

(b)受信周段数

(c)周故数変動

148-154MC中の一班

送(d)第一中間周改数:

(e)第二中間周汲数:

磯周波数偏差値と同様

7.5MC

455KC

(f)受信帯域幅=±20KC(6db低下)

(g)擬似周茨数感度‥希望受信汲に対して偏差60db

以上

評 論 第34巻 第8号

択度:60KCほなれて60db以上

S/N比‥入力 庄0･5J↓Ⅴで20db以上､5J▲Ⅴ

で35db以上

スケルチ動作入力信号電圧:0.5J↓Ⅴ以下

周投数特性:変 周波数1KC を基準にし

て0･3KCで偏差10土3db,3KCで±3db以内

(Ⅰ)最大無歪出力:1･5W以上(10%歪)

(m)受信入力インヒ㌧∵ダンス:75∫一同軸ケーブルを

介して75n空中線に適合する｡

(n)回路構成‥高周汲増幅6AK5×2,第一混合6

AK5×1,局部発振､逓倍6SD7GTx2,6AK

5×1,第一中間周汲増幅6SD7GTxl,第二混

合発振6SA7GTxl,第二中間周汲増幅6SD7GT

Xl,振幅制限6SD7GTx2,周扱数弁別:6H6

GTxl,低周淀増幅6SL7GTxl/2,6V6GTx

l,雑音増幅､整流6SL7GTxl,スケルチ6SL7

GTxl/2,6SD7GTxl

(3)空 中 線

空中線はその時の通信の目的､無線機を装備する自動

革の種項等により各種の形式のものを使用した｡即ち固

定用無指向性空中線としてはブラウン塑空中線又は垂直

1/2改長スリーブ塑空中線を､移動用無指向性空中線と

しては地捉付垂直1/4波長ホイソプ型空中線をそれぞれ

使開し､指向性空中線としては全金属三要素(投射､導

汲､反射各一)水平導改空中線を固定､移動と剋こ使用

したっこの導投空中線の実測による利得は6･8db.前後

比は10･7dbで指向特性を第1図に､叉これらの空中線

を自動車に装備した要領を第2図に､固定局空中線及び

謝■

＼

し研グ0

しえ紗○

＼

∠〝q＼

ノミ財○
11＼＼ゝ

し■7

′形d■＼＼

庖70

影 % 〝 ガ 戯グ

/
/

し材■

L財'_
〝○

第1図 三素子導汲空中鹿の水平面内の指向特性

Fig.1.HorizontalPatternofRadiation From

3ElementsDirectionalYagiAntemla
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第2図 移動局空中線の装備要領

Fig.2.Point of Mounting Antema

for Mobile Station

移動局の外観の一例を第3図､第4図に元した｡試験に

･使用した無線局ほ主として実験局(周汲数151･89MC)

であり､この他に一二の実用化試験局も提供された｡

[Ⅲ]試験項目及び試験方法

野外試験実施の詠 の目的はいずれの地域の場合でも

その地域iこ於てどのような器材を使用すればどの程度の

サービスエリアが得られるかを決意することであった

が､それを定量的に裏付けるものとして､

気的信号対雑音此(S/N),

敵城界

気胸外来雑音を測窯し､叉

主観的な通話の明瞭皮QRKを判窯して参考とした｡

･(1)電界強度の測定

最も舗便な方法として通話を行う受信機そのものを使

用して 界強度を測定した｡即ち受信機の高周班入力の

変化に対し第二中間周汲増幅管及び扱幅制限器の格子整

流電 を予め標準信号発生器により測定しておき､測定

地点に於て格子

を推定､空中線餞

流を記録し､これより受信機入力 圧

線の損失､空中線利得､空中鋭実効

長等をすべて考慮に入れて 界強度を算出した｡第5図

はその際使用した受信機の高周波入力電圧に対する第2

中間周波増幅管及び揖煽制限管の格子整流 流(所謂リ

ミグー電流)の関係の一例である｡

(2)信号対雑書比(S/N)の測定

相手送信機を約1KCで100%〔±15KC〕変調し､

受信機の低周波出力のレベルを測定して信号Sとする､

次に送信機より搬送汲のみを送った場合の受信機出力を

Nとしてその比を採った｡月Ijち厳密な意味では
S｣一N

N

を測定しているわけで実用通話可能のQRK(R4以上〕を

∴得る範囲ではS〉〉Nと考えられこの測宗値がほぼ正し

いS/Nを示していると云って良いがQRK3程度以下の

∴場合でほ真の意味の S/Nより大きい値として測定され

ていることになる｡第6図(次文参照)は受信機入力

.圧対S/N
の関係を信号発生器により測窯した一例で外

第3図 固 定 局

Fig.3.Ex亡erior View

空 中 線 の 一 例

of Antema for Fixed Station

第4図

Fig.4.

移 動 局 の 一 例

Exterior View of Mobile Statio工1

来雑音を考慮に入れなけれはS/Nが､電界強度の変化

に対してこの
日ulプ

な様 こより左右されていたことになる｡

締野外試験の際の測定ほ音響的雑音の要素ほ一切入らな

い様に考慮したことは勿論である｡

(3)外来雑書の;則定

一一一地点に於ける測定中､聞けつ的に入って来る外来雑

音に対しては上述(1)の方法に準じて測定し､連続的な

ものに対しては(1)の測定と実測のS/Nを基として第

6図と対照し外

質は受信機出力を

(4)通話明瞭

通話の貿の判定を

界強度を推定した｡叉その性

仮して判窯を行った｡

廣の判定

投法 分の則境 こ依り明瞭度(QR

K)を五つの段脚こ分けて随時判定した｡QRKと通話

状態との関係を実測したS/Nと比 すると大体第1表



975

格
子
電
流
吊

日 立 評 論

幕/第2中間層浪増m管

抑

∵

//

♯J ♯2 第/坂巾制限管

牛j第2〝

鞍Z
1

j
♯/

汐 ♂ ガ
■〝 〝

受イ言渡入力電圧(ゐ)か′;♂励

第5図 受信機入力電圧に対するリミッタ電流の

関係の一例

Fig･5.AnExampleofRdationofLimitterGrid

CurrenttoinVariationofReceiverInput

Vo北age

(第49貢参照)のようになった｡

〃ト

:十･二､ど4?

威喝~∴㍑礪

～･/＼､ノ

ハ

＼■＼､＼＼＼

ト私ニ5
＼

鉦瑠乍＼･
罠
森
ぶ

ト三感＼
.､､､芳郎

･
琵
和
穐

F
∵
〃
■
〃

＼ガ
､

､

仁
㌫
サ
爪
ノ

1
･
･
i

∵
こ
･

･
商
圏

第6 図

Fにi.6.

第34巻 第8号

l
l l

l芦
ト
l

I

汐 β 〝 〟 ∬ 〃 〟

受信機人力(鰭)んγ=♂必

受信機入力電圧に対するS/Nの関係の一例

An Example of RelationSi伊1altoNoise

Ratiotoin VariationofReceiverInput

Voltage

[Ⅳ]試験結果について
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第1表 QRK と通話状態及びS/N との関係

Tab】el.Relation of QRK,Comrnunicating

Condit王on and S/N

QRK 通 話 状 態i S/N(db)

判 らない

時々判る

判るが関東

判 る

完全に判る

3以下

3′-5

5～10

10′-20

20 以上

低い移動局空中線との聞の通信を行っているので､比較

的近距離であっても直進孜に近いものを受信する事がで

･∴一

＼､

F.甘享き

＼

､よH

[コ
⊂Z

ヨ

きず､回折とか屈折に依るもの及び非常に複雑な反射経

路を経て来たものを受 しているわけで､移動局空中線

が一応無指向性であると仮定しても(実際問題として自

動車の形状上完全な無指向性を得ることは不可能であ

る｡)地形地物に依る種々の影響が効いてくるので､以下

る各地点に於ける 界強度の測定値はその地点のみ

に於ける値を元すもので､必ずしもその附近一帯が全部

その値であるとは限らないが､余程の遠距離や変化の大

きい地形でない以上FM方式の特性から考えてS/Nと

QRKは略々その附近一帯の値を元しているものと考え

てよい｡以■F 波伝播上から考えた類似地域別に試験結

呆を記し検討を加えてみよう｡
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Fig.9.Field htensity Change due to Variation of Distance from Fixed Station to Mobile Station

(l)比較的平坦な都市内及びその近郊に放ける

移動試験

名古屋市及びその近郊に於ける試験結果を第7図に､

大阪市及びその近郊に於けるものを第8図に示した｡い

ずれの場合に於ても固定局の空中線高は地上高約30In

程度で送信機出力50W,饅電線(ポリエチレン充実型)

長約50工n,移動局ほ出力25W,空中線高地上2･5m,

空中線はすべて無指向性､固定局ほブラウソ型､移動局

ほホイップ塑を使用している｡椅参考のために名古屋地

方に於ける結果には指向性空中線使用の場合も若干示し

た｡

(a) 界強度 いずれの場合も固定局より半径5km

以内の範囲での電界強圧ほほぼ25db以上､10km以内

でほぼ15db以上の値を示し場所によってはこれらの値

を可成上廻っている｡弟9図ほこの二つの場合の電界強

度の分布を､固定局からの距離に対してとったもので実

線は建造物や大砲の起伏を考慮に入れない場合の可視範

囲内の理論値である｡叉点線はT.L.Ecker馳1yによる

地球の曲りに起因する可視範囲外の回折次の伝播に関す

る理論(3)により計算をした値でこの場合も建造物や大地

の起伏は考えていない｡今送信空中線の実効高をガ,空

中線 流を∫,汲長を入 とすれば､dだけ離れた受信

点に於ける直接改の

昂1=
60館g′

入d

界強度Eolほぐ3J

･〔1)

で示され､dが送､受空中線高カ1,毎に比して十分大

きく送信空中線が半故長ダブレットの場合に於ては

g=入/ガ,煽射抵抗は約73Jlであるから空中線電力を

書ア とすれば

Eol≒
71/lγ

‥･(2)

ガD=y/〝J,Iy=Wa亡t,d=沼

で表わされる｡次に送受信点間の距離が空中線高に比し

て極めて大きい場合の電界強度ガロ2は(5)

go2=88I/Iγ
カ1毎

､＼`J::
………………‥(3)

Eoヨ=Ⅴ/〝7,lγ=Watt(7=∽ 入二∽,カ1,毎=研

で与えられ､(2),(3)式を用いた計算結果がこの実線

である｡可視範囲内の実測値が計算値より可成り下廻つ

ているのほ移動局の近くに存在する市街地建造物の ､::.:

効果によるものと考えられ､20km以遠のものは可視範

囲外であり測定地点は郊外で移動局附近に建造物等が無

く､かなり理論値算出の条件にあっている場所である｡

名古屋市の場合ほ大体国定局を中心にして距離が延びる

に従って一様に 界が低下しているが､大阪市の場合は

東方が他の方向に比して若干低い 界強度を示してい

る｡この事実は他の実験やに於てもその傾向を示してい

るがこれはこの方向に対して低地が存在しているのが原

因ではないかと思われる｡以上の電界強度はいずれも移

動局に到着のものであるが､固定局に到着の値ほ移動に

比して数db下廻っている｡移動局の空中線出力ほほぼ

固定局のそれl･こ等い､(送信機出力は1/2であるが餞電

線による損失が殆どない)にもかかわらずこのような実

測値を得る理由ほ､送信空中線の周囲の状鱒こよるもの

で､固定局においては空中線の附近に比較的妨害物がな

いた捌こ､受信地点附近まで電波が好条件の下で伝播す

ると考えられるが､反対に移動局空中線ほ附近に多くの

建物地物の妨害物が接近しているため電汲はすでに移動

■-
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電界論皮の変化と S/Nの変化の一例

An Example of S/N Relationin

Vadation of FieldIntensity.

局の附近で､相当の減衰を受けた上伝播して行くと推定

され､結果として固定､移動の到着 界強度に差異が現

われると考えられる｡この事項ほ後述のすべての移動実

に於ても実証されている｡

(b)S/N及びQRK いずれの場合も､固定局を中心

として半径10kmの範囲の測定地点に於てほ固定､移

動共にS/Nはほとんど30db以上あり､鉄筋コンクリ

ートのビルディング､市街地の種々の構造物その他

物の陰等の影響ほ殆ど問題なく国鉄大阪駅東側ガ←ド下

の様に可成 界の低下する場所に於てもQRK5を得て

いる｡半径10～20k皿の範囲でほS/N20db以上とな

りQRKほ5であって完全なサ←ビスエリアに入ってい

る｡(a)項に述べたように移動到着の電界強度の方が固

窯到着のそれよりも低いのであるが､移動局は都市内に

於てほ都市雑音瀕に極めて近接する機会が多くS/N は

二道に移動局の方が国是局よりも低下する傾向にある｡電
界強度は距離並びに移動局が位置する地点の地形､地物

の状況により相当大幅に変化するが､このような比較的

平坦な都市内及びその近郊に於てほ固定局を中心として

20km附近迄は最低の 界硬度が受信機の損幅制限器

を十分に動作させる範囲にあるため､特別に大きい外

雑音がない限り､明瞭且安定な通話を確保することがで

きると考えられる｡ 界強度の変化とS/Nの変化の状

.況を対照するた捌こ大阪に於ける固定局を基点として一
つの方向に対して距離を延した場合の実測の一例を第10

図に嘉した｡

(c)外来雑音その他､外 雑音によるS/N,QRKの

低下はいずれの場合に於ても余りなかった｡半径10km

の範囲に於ては30MC帯に比して都市雑音分布の少い

通話ができ､10-20kInの範囲で移動局に於て､自他自

動車のイデニションノイズが多少入り､固定局に於ては

名古屋市の場合に短時間であったが 界強度10数 db

の外来雑音を受信した｡この雑音は受信音の性質より判

断して高周汲クエルダより発生する高

思われたが確認するに到らなかった｡混

放ではないかと

とフェーディ

ソグは両市の場合共皆無であった｡しかし乍ら150MC

帯通信系と高周波応用産業器械の増加が大都市内に於て

は必至の情勢にあるから､混信放と高周汲応用器械より

発生する妨害波の除去に閲した問題は､この周次数帯に

於て実用通信を行う場合注意を要する｡

(2)平坦でない都市内及びその近郊に於ける移動試験

横浜市､京都市､神戸市等のように都市内に丘陵や低地

があるような場合は上述(1)をこ述べたような比較的広範

囲且良質のサービスエリアを得ることは困難であること

ほ容易に想像される｡このような平坦でない都市内及び

その近郊に於ける移動試験の一例として､構浜市に於け

る試験の結果を第Il図(次頁参照)に示した｡この試験

に使用された固定局の空中線高は海抜約60mであり､

他の事項は名古屋及び大阪に於ける場合と同様である｡

(a)電界強度 横浜に於ける試験は名古屋及び大阪の

場合に較べて固定局の空中線高はかなり高いが､それよ

り更に高い丘陵が所々にあるためその蔭でほ国定局より

10-15kmの範囲で電界強度がOdb以下の地点が散在

し､すでに10km附近でもそのような地点があるばか

りでなく､根岸台の蔭の海に沿った附近では僅か3km

程度であるにも拘らず10db帯皮の弱い電界を示す場所

があって､このような平坦でない地域に於ける電界の分

布は租軌こ大きく左右ざれることになる｡

(b)S/N,フェーディング 第】l図にても判るよ

iこ10kIn 附近でも電界が急激に低下する地点が友

受信機の入力が振幅制限器作動の限界に近づい

が20dbを下廻ることがある｡しかもこのよ

於てはかなり複雑な径路を通った廻折汲や

しているためか多少のフェーディングナ

った｡

(3)山間に於ける比較的遠距訝

福島県阿武隈山脈地帯に於レ'

てはじめて送 線の保安適/

使用する計画の基礎資野

来主として都市内に打

線装置が山間内の才

いるかと云う野

郡山市北方グ

き､移動｢

150MC帯の特長を十分に発揮し得られて殆ど無雑音の 移動さJ
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第11図

Fig.11.

ラウン型及び水平三要 素至

横浜市附近に於 け る 試験;陪果

Results of Field Testin Yokohama Region

況空中線が使用され､移動閏

空中線としてはホイップ型の他に固定と同 な導汲空中

線を用い､その他の事項は名古屋及び大阪に於ける場合

とほぼ同様である｡第12,13図(第53頁参照)ほそ

の試験結果である以下主として特異な点について若干の

検討を加えてみよう｡

(a)電界強圧 各固定局より長沢峠迄し38km及び27

▼km)は距離が延びるに従って標高も昇って行くので､第

12,】3図のプロフィルでも判る様に案外見透しに関し

ては良好な条件が得られている様であるが､移動局ほ周

囲の山よりも相当低い山間の道路上にある為に見透しは

かなり悪く､直接汲によらザ殆ど全部の 界は回折や反

射によるものであると考えられる｡一例として平坦地で

ある名古屋地方の結果と比較すると､10km以遠の山間

に於ては10db程度償い値を得ている･｡

(b)指向性空中線による利得 試験に用いた空中線ほ

第2表 受信機入力に放す指向性空中樺の効果

Table2 EfEects about ReceiverInput Voltage

by DirectionalAntenna

利得6.8dbであるから､平坦地に於て固定移動共に使

用すれば､理論的には送､受合計13･6dbの利得を得る

ことになる｡この事項は既に名古屋近郊(名古屋十一一同

崎､名古屋←→渾)に於ける試験により確認されていた

が､この山間に於ける場合ほ受信機入力に於て第2表の

様な効果があることが判った｡薙表中受信側に於ける利

得が約6dbで残部が送信電力(受信点電界強圧)の利得

となっている｡この試験中山間地帯に於ては殆ど外来維

ィ‡
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第12図 福 島 県 に 於 け る 試 験 籍 果(日和田→長沢峠)

Fig.12.Result$OfF王eldTestinFukushima-ken(Hiwada･→Na三aSaWa-tOhge)

昔ほなく指向性空中線の受信利得が極めて

有効にほたらき､送信利得と相まって比較

的長距離の山間に於ける実用通話を可能な

･･らしめたと考えられる｡

(c)フェ←ディソグ 超短況は 離層よ

りゐ反射は余りないが大気の密度ほ上空程

稀薄なため空間の誘電率に傾斜を生じ

の通路ほ下方に鸞曲する｡気象条件が安定

している時はこの誘電率の傾斜率は一定で

この様な回折汲を安定に受信できるが､山

岳地帯等地表の起伏の大きい地点の空聞は

温度､湿度の変化も大きく従って誘 率の

傾斜率も時々刻々変化することが予想さ

れ､受信点に異る径路を通って到着する

盈相互の位相差が変化してフェーディング

を生ずることになる｡この山間に於ける試

験に於ても白鳥側の移動試験の時長沢峠及

び上市萱の様に比較的遠距離に於て電界兼

度の増加が数10dbにも する大きいフェ
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第13図 福島県に於ける試験結果(白鳥→長沢峠)

Fig.13.Results of Field Te5tin Fukushima疇ken

ーディソグを体験した｡その変動周期ほ数

分問の間隔を置いて1分間に数サイクルより数10サイ

クル､約1分間位の聞連続的に変化し､それを2～3回

巌返した｡第14図(次貢参照)は大阪市内に固定局を

置き､鈴鹿山系青山( 通省超短波中継所附近､距離68

kmで中間に生駒及び笠置山系が横たわり見透しは全然

ない)の移動局に対して試験を行った場合の移動局が受

(Shiratori･→Nagasawa→tOhgel

信したフェーディングの実測結果の一例であってこの場

界が約10db変動している､尚この場合はSノN

は24～31db,QRKは4～5 と変化した｡以上の試験

の際の天候はいずれも曇乃至晴天であったが､雨天時は

率傾度が安定するためiこフェーディングを生ずるこ

とが少い｡大阪→青山の試験を行った翌日の雨天の際､
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第14図

Fig.14.

フェーディングの一例(大阪→青山)

An Example of Fading(Osaka→

Aoyama)
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大阪→伊賀神戸附近(距離58km で伝播経路の地形は

青山の場合より悪いと考えられる地点)で試験したが､

界強度は長時間0-1db附近で安定し､S/Nは36db,

QIミK5でフニーディングほ殆ど感じなかった｡

(4)ほぼ見透Lのきく中距離の固定眉間の試験

今遥遠べてきた試験結果はすべて片方の無線局が自動

車に装備された移動局であったが､相方共国定局として

開設して固定通信設備の基礎責料を得るた鋸こ行われた

名古屋←→肢草間(距離約30km)の試験について次に

ベる｡空中線地上高は名古屋25m,肢早25Inでい

ザれも水平三要素導波空中線を用い､餞

装置の状況ほ上

様である｡

線､送､受

した他の試験の場合の固定局とほぼ同

(a〕電界強度 両方向共平均到着電界薗度はほぼ 42

db(約120JtV/皿)を得ている｡空中線､饅電線関係の

元をすべて考慮して前出(3)式よりの計算値は約50

‥宣
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葺
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第15図

Fig.15.

dbとなり実測値ほ約8db下回っている｡この原因のう･

ち主なものは名古屋局に近い予想伝播径路にあるほぼ空二

中線高に等しい障害物(ビルディング)に依る減衰であ.

るらしく､試みに名古屋局の空中線高を5m低くした

場合ほこの障害物の蔭に空中線が完全に没し更に 5～6･

db減衰が増加するが､この障害物よりはるかに遠い旺

早局の空中線高を5m高くしても殆ど

はなかった｡

界強定の増加

(b)経時変化 第15図に名古屋送信､蚊早受信の場

合の 界強度､受信雑音出力の経時変化の一例を示した｡

電界強度ほ24時間の間に約6db変化している､夜

間は比較的高く昼間は低い｡叉日出後間もなく､日没時

やや高くなっている｡これは天候が晴であるため地表に

近い空間の湿度が太陽の照射状況と共に変化して､空間

の誘 率傾度がそれに応じて変動した結果で､即ち湿度

の高い夜間等は誘電率傾度が上昇し回折汲が強くなった

結果でほないかと考えられる｡外来雑音ほ両局共案外少

く問題にならなかった｡フェーディングは2-3db程度

のものが日没及び日出時極く短時間あった程度であつ

た｡

この試験は比較的気象条件の安定した11月に行われ

たものであるが､気象の不安定な夏期に於ては電界の変

動がもつと激しいことが予想される｡米国ニュ∵-ヨーク

一斗リノべ-ヘッド問見透し打能約68kmに於て､夏期及

び冬期に於てそれぞれ一週間に亘り連続して行われた試

験結果(叛こよれば､周汲数45.1MCの場合電界の最大

最小の偏差は16dbとなっている｡椅24時間中の変化

について米国に於ける足巨離60kmの150MC帯の電設

伝播の長期測定の一例(6)ほ上

値を得ている｡

結果とほぼ同様な測定
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電界強度及び受信機雑音出力の経時変化(名古丁屋→岐阜)

Data of FieldIntcnsity and ReceiverNoise Outputin24Hr.Continuous(Nagoya･→Gifu)



150MC･-FM 伝 播

[Ⅴ]結 ■喜■

以上日立PM-111型､PF-111型に準ずる150MC｣椚Ⅵ

無線電 により行った150MC帯伝播試麒の概要を

紹介したが､これら試験により先(丁ノミ･こ発表した日立PX

-21塑30MC→FM無線電話装置により行った30MC
掛こおける場合と比較して､150MC帯を軌､るときは

遠かに小型の空中線により､外来雑音の影響が少く都市

内通信用に適するばかりではなく､山間地鞘に於ける

汲伝播も比較的良好で､各種状況下に於て実用通信訂能

範囲が広い等､多くの卓越した長所を看していることが

確められた｡これらの特長やこの周政教帯は官民用移動

通信に許されているVHF帯中の唯一ものであることに

関して､大方諸賢の御理解を得､あらゆる方面に今枚益

々活用され我が国の公共､保安のみならず直接産業経

済の俊鎖な神経系統として十分な活動をする日を期待す

る｡

終りに本試験の実施に関して各種の御援助､御協力を

いただいた横浜市警察本部､大阪市交通局､中部電力株

式会社､東北 力株式会社､名古屋鉄道株式会社及び近

試 験 に つ い て 982

畿日本鉄道株式会社の関係各位､並びに本試験の遂行を

絶えず御鞭捷､御協力下さった日立製作所関係各位に深

く感 する次第である｡
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特許第189218号 泉 千

誘導電動機の速度プログラム制御装置

未発明は巻上機を運転する誘導 動機の速度を予定速

皮曲線に一致するよう制御せんとするもので､図面に示

すように､誘導 動機に直結した指連発電機と､増幅励

磁磯と､制動用発電機とを備え､予定速度曲線に関連す

る可変基準電圧により励磁される増幅励磁磯の界磁′立

に指連発 機の発生ノ電圧により励磁される界磁′占 を差

動的に加え､両界磁のアンペアタンが等しい時平衡した

電圧を発生し､この電圧iこより制動用発

磁し､制御用発 機の発生

機の界磁を励

圧により押上機周 動機を

制御し押上制動力を調節するようにしたものである｡

この制御装置iこよれば､誘導 動機の 度が変化した

とき､増幅励磁機の界磁ん長の平衡が破れ､直ちに

励磁機の発生 庄を変化し､急速に制動用発 機の発生

圧を委更して､押上磯田電動機の速度を変化させ､誘

電動機に対する押上機の制動力を調節して､誘導 動機の速度を回復することができる｡誘導電動機の速度が

回復すれば､増幅励磁機の界磁′2,′3 のアンペアタン

は等しくなり, 整は停止される｡

膏 郎

なお誘導電動機の二次抵抗及び増幅励磁磯の界磁力

の励磁 流値を変更する調整抵抗の調整により､予定速

度曲線を任意に変更し､この曲線に従って誘導

速度プログラム制御を行うことができる｡

動機の
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綿声 音事｣日 章昆

最近登録された日立製作所の特許及び実用新案(その3)

第糾春 日 立 評 論 弟9号

◎印度マゾラ発電所納10,000kW蒸気タービンに就いて‥‥･･‥‥･･日立製作所･日立工場

◎新 型 制 孤

◎超 高

断 器‥‥‥･‥‥‥‥‥…‥‥‥‥‥‥‥‥日立製作所･多賀工場

圧275kVド ラ イ バ ル ブ 避 雷 器‥‥‥‥‥日立

誠勇

田
田
田

浦
森
山/l
l

作所･多賀工場 落

◎軽防蝕ケールブに関する考察……‥日立製作所･日立電線工場信驚
◎蓄電器起動単相電･動機の起動時性‥‥‥･‥･‥‥‥‥日立

◎隈取線輪誘導 動機の特性解析‥

◎PH型 電 力 線 搬 送 電 話

‥･日立

星
一
飛
清

二博

作所･亀戸工場 友 貞 陸夫

作所･･多賀工場 藤井俊雄

置‥‥‥‥‥･‥t‥･･‥日立製作所･戸塚工場 中 谷 信夫

◎六甲 ケ ー ブル展望車コニ場内制;動試

‥･日立製作所･笠戸工場傾亀恒誓
◎事柄用13Cr鋼板の熔接並びに耐蝕性に関する研究･……………日立

◎可 蛮 背 際 歯 車 の 研 究･‥‥‥･‥‥･‥‥･‥‥･‥･‥日立

作所･笠戸工場 小林 年 夫

作所･川崎工場 寺 田

◎酷 酸 ビ ニ ル 精 溜 装 置 に つ い て‥‥‥‥･…日立製作所･日立工場

◎高速度鋼の熱処理温度と保持時間に就いて‥‥･･‥･‥…‥･‥‥‥･日立製作所･安来工場

◎鍛造用型鋼の熱処理並びに機械的強度に関する二三の基経実験…･日立製作所･日立研究所
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